
▼
九
月
に
入
つ
て
も
熱
帯
夜
と
猛

暑
が
続
い
て
を
り
、加
へ
て
各
地
で

ゲ
リ
ラ
豪
雨
も
発
生
し
て
ゐ
る
。

国
際
的
に
も
明
ら
か
に
異
常
気
象

と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、世

の
識
者
は
そ
れ
ら
を
地
球
温
暖
化

の
為
せ
る
も
の
で
あ
る
と
断
言
し
、

世
界
を
あ
げ
て
脱
炭
素
（
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
極
限
ま
で
削
減
）

に
狂
騒
し
て
ゐ
る
。▼
し
か
し
温
暖

化
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
（
冷

却
化
し
て
ゐ
る
と
の
一
説
も
あ
る
）、

そ
の
原
因
が
二
酸
化
炭
素
と
も
言

へ
な
い
専
門
家
の
研
究
が
世
界
的

に
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、二
年
前
に
ト
ン
ガ

沖
で
発
生
し
た
今
世
紀
最
大
規
模

の
海
底
火
山
の
噴
火
が
、
大
量
の

水
蒸
気
を
大
気
に
放
ち
、
そ
の
大

気
中
の
水
蒸
気
が
太
陽
放
射
熱
を

吸
収
し
て
熱
と
し
て
地
面
に
再
放

出
し
て
ゐ
る
結
果
だ
さ
う
で
あ
る
。

▼
亦
、
太
陽
か
ら
の
磁
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
地
球
の
雲
の
量
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
ゐ
る
こ
と
も
作
用
の

一
因
で
も
あ
る
さ
う
で
あ
る
。▼
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
の
増
加
は
地

球
を
著
し
く
緑
化
さ
せ
て
を
り
、

温
暖
化
に
よ
る
地
球
の
砂
漠
化
は

事
実
に
反
し
た
見
解
で
あ
る
さ
う

だ
。い
づ
れ
に
せ
よ
、
脱
炭
素
思
潮

に
対
す
る
政
治
的
・
経
済
的
思
惑

で
は
な
い
客
観
的
、
冷
静
な
る
論

議
が
必
要
で
は
な
い
か
。     （
百
）

一
頁…

●
五
輪
に
見
る
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム

二
頁…

●
党
声
明 

他

本
紙
目
次

（
二
面
へ
続
く
）

の
矛
盾
を
指
摘
す
る
と
、「
何

で
も
か
ん
で
も
政
治
を
持
ち

込
む
な
！
」
と
逆
ギ
レ
さ
れ

る
の
が
オ
チ
だ
。

原
因
は
か
つ
て
台
湾
に

あ
つ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

　

そ
も
そ
も
、
台
湾
と
い
ふ

名
の
国
は
存
在
し
な
い
。
今
、

台
湾
に
あ
る
国
家
の
名
前
は

「
中
華
民
国
」
で
あ
り
、
一
九

一
一
年
の
辛
亥
革
命
で
誕
生

し
た
中
国
人
が
作
つ
た
中
国

の
国
で
あ
る
。
台
湾
人
が
作

つ
た
国
で
は
な
い
。
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
で
は
日
本

は
台
湾
の
主
権
を
放
棄
す
る

と
明
記
し
た
の
み
で
あ
り
、

実
は
台
湾
主
権
の
行
方
は
未

定
の
ま
ま
だ
。
戦
後
、
中
華

民
国
は
連
合
国
の
代
表
と
し

て
台
湾
を
管
理
す
る
立
場
で

あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、「
台

湾
光
復
」
と
称
し
、
勝
手
に

台
湾
を
私
物
化
し
た
。
厳
密

に
言
ふ
と
、
今
こ
の
時
点
で

も
、
台
湾
は
中
華
民
国
に
不

法
占
拠
さ
れ
て
ゐ
て
、
殖
民

さ
れ
て
ゐ
る
状
態
で
あ
る
。

　

現
在
、
中
華
人
民
共
和
国

が
チ
ベ
ッ
ト
、
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
な
ど
の
地
で
実
行
し
て

ゐ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
は
、
既

に
七
〇
年
前
に
中
華
民
国
が

台
湾
を
対
象
に
検
証
済
み
で

あ
る
。
中
華
民
国
は
「
国
語

政
策
」
と
称
し
、
台
湾
語
、

客
家
語
、
原
住
民
族
の
言
葉

な
ど
、
台
湾
人
か
ら
マ
ザ
ー

タ
ン
グ
を
奪
ふ
政
策
を
行
つ

た
。
し
か
も
全
面
的
に
禁
止

す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
教

育
で
「
台
湾
語
は
教
養
の
な

い
人
が
使
ふ
言
葉
」「
台
湾
語

を
喋
つ
た
ら
罰
金
」
な
ど
、

貶
め
る
手
法
を
使
ひ
、
台
湾

人
自
ら
が
自
分
の
言
葉
を
軽

蔑
す
る
や
う
に
さ
せ
た
。

　

マ
ザ
ー
タ
ン
グ
を
失
つ
た

台
湾
人
は
、
気
づ
か
な
い
う

ち
に
「
文
化
的
中
国
人
」
に

な
つ
て
し
ま
つ
た
。
未
だ
に

ド
ラ
マ
の
中
の
悪
者
は
敢
へ

て
台
湾
語
を
喋
る
設
定
に
し
、

先
日
、
頼
清
徳
総
統
が
公
の

場
で
台
湾
語
で
演
説
し
た
こ

と
に
対
し
、
野
党
の
国
会
議

員
は「
人
民
を
火
の
海（
戦
争
）

に
落
と
す
気
か
」
と
批
判
す

る
。
中
華
民
国
の
洗
脳
教
育

に
よ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
い

か
に
も
成
功
し
た
証
拠
で
あ

る
。民

主
化
後
、更
に
混
乱
す

る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
後
遺
症

は
実
に
長
引
い
て
ゐ
る
。
今

の
台
湾
人
は
か
つ
て
自
分
の

祖
先
が
虐
殺
さ
れ
た
事
実
を

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
、
中
華

民
国
に
非
常
に
寛
大
な
対
応

を
取
つ
て
ゐ
る
。
と
い
ふ
よ

り
も
、
自
身
が
中
華
民
国
の

国
民
だ
と
信
じ
込
ん
で
ゐ
る

の
だ
。
ま
さ
に
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
症
候
群
で
あ
る
。

　

二
〇
二
四
年
二
月
の
世
論

調
査
で
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
台
湾
人
と
認
識

す
る
台
湾
の
有
権
者
は
六
割

を
越
え
、
台
湾
人
で
も
あ
り

中
国
人
で
も
あ
る
と
の
回
答

を
入
れ
る
と
、
九
割
三
分
を

超
え
る
。
一
見
台
湾
人
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
纏
ま
つ
て

ゐ
る
や
う
に
見
え
る
が
、
国

会
選
挙
の
結
果
は
民
進
党
の

議
席
が
半
数
を
割
り
こ
ん
だ
。

　

つ
ま
り
、
今
台
湾
に
住
む

人
達
の
「
最
大
公
約
数
」
は

「
我
々
は
中
華
人
民
共
和
国
人

に
な
り
た
く
な
い
」
だ
け
で

あ
り
、
自
分
が
台
湾
人
な
の

か
、
中
華
民
国
人
な
の
か
、

深
く
考
へ
て
ゐ
な
い
の
だ
。

有
権
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
が
ブ
レ
て
ゐ
る
以
上
、

選
挙
戦
で
台
湾
人
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
全
面
的
に
打
ち

出
す
よ
り
、
中
華
民
国
も
守

る
と
い
ふ
ス
タ
ン
ス
を
取
る

こ
と
の
は
う
が
、
勝
ち
を
計

算
で
き
る
。

　

か
つ
て
は
独
立
志
向
と
言

は
れ
た
民
進
党
も
、
長
期
政

権
に
な
つ
た
今
も
中
華
民
国

体
制
か
ら
脱
却
で
き
な
い
で

ゐ
る
。
選
挙
で
勝
つ
こ
と
し

か
頭
に
な
い
民
進
党
が
選
ん

だ
手
段
は
、「
中
華
民
国
台
湾
」

と
い
ふ
表
現
を
多
用
し
、
中

華
民
国
と
台
湾
の
境
界
線
を

曖
昧
に
す
る
こ
と
だ
。

　

そ
の
副
作
用
は
「
ひ
ま
わ

り
運
動
」
時
に
言
は
れ
た
「
天

然
独
」
世
代
（
生
ま
れ
付
き

の
独
立
派
）
が
消
滅
し
た
こ

と
で
あ
る
。
今
の
台
湾
の
若

い
世
代
は
、
中
華
民
国
旗
が

か
つ
て
二
・
二
八
事
件
や
白

色
テ
ロ
で
台
湾
人
を
虐
殺
し

た
政
権
の
旗
で
あ
る
と
い
ふ

事
実
を
棚
上
げ
し
、
自
分
自

身
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
こ

の
旗
に
投
射
す
る
こ
と
に
な

つ
た
。
彼
ら
は
、
自
由
民
主

が
空
気
の
や
う
な
存
在
で
、

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
考

へ
る
「
天
然
華
」（
生
ま
れ
付

き
の
中
華
民
国
派
）
世
代
と

な
つ
た
の
だ
。

歴
史
を
も
う
一
度
見
つ

め
直
す

　

票
を
失
ふ
こ
と
を
恐
れ
る

民
進
党
に
、
大
々
的
な
台
湾

人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
復
興

を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。「
自
己
的
台
湾
自
己
救
」

（
自
分
の
台
湾
は
自
分
で
救

ふ
）
と
考
へ
る
多
く
の
台
湾

人
は
、
身
の
回
り
か
ら
台
湾

を
見
つ
め
直
す
ア
ク
シ
ョ
ン

に
取
り
組
み
始
め
て
ゐ
る
。

例
を
挙
げ
る
と
、
台
湾
語
で

数
学
や
天
文
学
の
授
業
を
行

ふ
台
湾
語
の
普
及
活
動
や
、

白
色
テ
ロ
時
期
に
残
さ
れ
た

負
の
遺
産
、
遺
跡
の
整
理
、

保
存
、
公
開
な
ど
だ
。

　

台
湾
独
立
建
国
運
動
の
発

祥
地
と
も
言
へ
る
日
本
に
も
、

台
湾
人
の
史
料
が
多
数
残
さ

れ
て
ゐ
る
。
そ
の
中
で
、
東

京
池
袋
に
あ
り
、
台
湾
独
立

運
動
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
史
明

の
旧
居
で
も
あ
る
新
珍
味
の

四
階
に
、
昨
年
十
二
月
、
史

明
記
念
館
が
開
館
し
た
。
筆

者
は
月
一
回
、
日
本
語
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
担
当
し
、
台
湾

人
の
歴
史
の
一
語
り
手
と
し

て
、
台
湾
人
や
台
湾
に
関
心

を
寄
せ
る
日
本
人
と
共
に
、

台
湾
の
歴
史
を
も
う
一
度
直

視
す
る
活
動
に
携
わ
つ
て
ゐ

る
。
民
族
の
歴
史
記
憶
を
伝

承
す
る
こ
と
が
、台
湾
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
醸
成
に
繋
が
る

と
信
じ
る
。

　

台
湾
人
は
世
界
で
も
稀
な
、

二
十
一
世
紀
の
今
で
も
建
国

の
過
程
を
経
験
で
き
る
民
族

で
あ
る
。
煉
瓦
を
積
む
や
う

に
台
湾
と
い
ふ
名
の
国
を
自

分
の
手
で
創
る
台
湾
人
は
、

幸
せ
だ
。

台
湾
人
自
身
の
振
る
舞

ひ
も
矛
盾
だ
ら
け

　

長
年
、
中
華
民
国
に
殖
民

さ
れ
て
き
た
台
湾
人
に
は
、

自
分
を
中
華
民
国
人
だ
と
認

識
す
る
人
が
大
勢
ゐ
る
。
先

述
の
通
り
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

タ
イ
ペ
イ
と
い
ふ
名
称
で
五

輪
に
参
加
す
る
た
め
、
今
大

会
、
台
湾
の
選
手
が
金
メ
ダ

ル
を
勝
ち
取
つ
た
際
に
、
掲

げ
る
の
は
「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

タ
イ
ペ
イ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
旗
」、
会
場
に
響
く
の
は

「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
歌
」
だ

つ
た
。
実
は
こ
の
歌
は
中
華

民
国
の
「
国
旗
歌
」
で
あ
り
、

台
湾
人
は
学
校
で
歌
は
さ
れ

て
き
た
馴
染
み
あ
る
歌
で
あ

る
。
今
大
会
、
台
湾
選
手
が

二
つ
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
た
め
、
こ
の
国
旗
歌
は
二

度
流
さ
れ
、
中
継
を
見
た
一

部
の
台
湾
人
か
ら
「
感
動
し

た
！
」「
涙
が
止
ま
ら
な
い
」

と
い
ふ
声
が
上
が
つ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
歌
の
作

者
黃
自
は
中
国
人
で
あ
り
、

彼
の
一
生
は
台
湾
と
何
の
関

は
り
も
な
い
。
台
湾
人
は
台

湾
人
の
栄
光
を
讃
へ
る
際
に
、

中
国
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
、

涙
を
流
し
た
訳
だ
。
第
三
者

か
ら
見
る
と
二
重
人
格
に
も

見
え
る
行
動
だ
が
、
本
人
達

は
至
つ
て
真
剣
で
あ
る
。
そ

に
残
す
た
め
に
、

「
台
湾
」、「
フ
ォ

ル
モ
サ
」
な
ど

の
名
前
が
提
示

さ
れ
た
が
、
中

国
の
正
統
政
府

と
自
認
す
る
中

華
民
国
が
そ
れ

を
拒
否
し
た
。

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

タ
イ
ペ
イ
（
中

国
台
北
）
と
い
ふ
中
国
ル
ー

ツ
を
残
し
た
名
前
を
選
ん
だ

の
も
、
台
湾
を
殖
民
す
る
中

華
民
国
の
エ
ゴ
で
し
か
な
か

つ
た
。

中
華
民
国
の
飛
び
火
を

受
け
る
台
湾

　

と
い
ふ
訳
で
、
五
輪
の
会

場
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
、
本
来
は
中
華
民

国
関
連
の
も
の
の
み
。
例
へ

ば
、
よ
く
「
台
湾
の
国
旗
」

と
い
ふ
誤
つ
た
描
写
が
な
さ

れ
る「
青
天
白
日
満
地
紅
旗
」

と
い
ふ
中
華
民
国
国
旗
で
あ

る
。
し
か
し
、
パ
リ
五
輪
は

中
国
贔
屓
の
た
め
、
そ
の
慣

例
を
拡
大
解
釈
し
、
今
回
は

会
場
内
に
は
台
湾
の
形
を
描

い
た
ポ
ス
タ
ー
、
漢
字
も
し

く
は
英
語
で
台
湾
と
書
か
れ

た
応
援
グ
ッ
ズ
な
ど
、
台
湾

関
連
の
も
の
は
全
て
持
ち
込

み
禁
止
と
な
り
、
発
見
さ
れ

た
場
合
は
没
収
さ
れ
る
こ
と

も
あ
つ
た
。

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ

イ
の
由
来
と
意
味

　

よ
く
誤
解
さ
れ
る
点
が
あ

る
。
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ

イ
と
い
ふ
名
称
を
使
用
す
る

の
は
、
台
湾
を
名
乗
る
こ
と

が
許
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
ふ

訳
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
と

い
ふ
名
称
が
初
め
て
使
は
れ

た
の
は
、
一
九
七
九
年
に
名

古
屋
で
開
か
れ
た
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

の
執
行
委
員
会
で
あ
る
。
一

九
七
二
年
、
ア
ル
バ
ニ
ア
決

議
案
で
国
連
か
ら
追
放
さ
れ

た
中
華
民
国
政
権
を
Ｉ
Ｏ
Ｃ
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